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認知症の医療と福祉の連携 IN 守⼭・野洲 

先⽇、「第 15 回認知症の医療と福祉の連携 IN 守⼭野洲」が開催されました。年 4 回、⽊曜⽇の午

後 6 時から藤本直規先⽣のご指導、事務局である藤本クリニックの奥村典⼦さんはじめ多くのスタッフの

皆さんのご協⼒のもとに平成 24 年から始まって今⽇まで活動は継続し、会は⼤きく発展して来ています。 

現在増え続ける⾼齢者と認知症患者さんの⽣活を⽀えるためには医師だけの診療では困難であり、

医療、介護にかかわる多くの職種の⽅々との連携、情報の共有は⽋かせないのが現状です。そこで「認

知症の医療と福祉の連携」を実現するために私たち医師が中⼼となり⻭科医師、薬剤師、看護師、ケ

アマネジャーなどの介護スタッフさらに⾏政や家族会の⽅々など多くの職種の⽅々とグループワークを通じて

互いに顔を突き合わせ、認知症の勉強や事例検討などで各々の⽴場からの⾃由に意⾒交換をすること

で顔の⾒える関係づくりが進み、いろいろな垣根を取り払って話が出来るまでになり、仲間意識、信頼関

係が深まって来ています。 

まず、守⼭野洲医師会藤井義正元会⻑が平成 24 年に「医師のイメージを払拭しよう。親しみやすい

医師⽬指そう」をモットーに現場で⼿をつなぎ合ってのチームケアを開始、続いて、堀出直樹前会⻑は

「医師はチームリーダーとしてまとめる責務を果たすべき」と積極的に関わり、介護スタッフをはじめ多くの

⽅々とのコミュニケーションを図り、意⾒を取り⼊れ、認知症専⾨医が不⾜する中、専⾨医でない医師で

もこの会で知識経験の向上を図っていくことが出来ると全⼒で医師会会員に協⼒をするように努めてきま

した。 

今後は「認知症の医療と福祉の連携」の裾野をもっと広くすることが必要だと私たち医師会は考え、藤

本先⽣が進めている「出前講座」、すなわち、外に出て市⺠レベルで認知症を正しく広く知ってもらう運動

を推し進めようと思っています。地域医師会ならこそできる学区、町単位の「認知症出前講座」、また、⾝

近な企業での「若年認知症を含めての認知症出前講座」を推し進めて⾏きながら 2020 年に向けて多く

の認知症の患者さんとその家族が安⼼して暮らせる医療と福祉を作っていくつもりです。私たち医師会に

今後ともご⽀援ご鞭撻のほど何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

 

守⼭野洲医師会会⻑   福⽥正悟 
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本報告書に編集されている、「IN 守⼭・野洲」で使⽤した全てのスライドおよび記⼊シートは、 

⼀般社団法⼈守⼭野洲医師会および医療法⼈藤本クリニック診療所型認知症疾患医療センターに
著作権等の権利が帰属します。 

スライドや記⼊シート等のツールの活⽤を希望される場合、また、内容に関するお問い合わせ等につい
ては、事務局までお願い致します。 
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